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政務活動費を公開します！
【きらきら・部活い～よ⑦】
伊予中学校　吹奏楽部

【特集】新しい議会構成が決まりました！
ズバリ！新正副議長に聞く！

【常任委員会報告】若年出産世帯応援補助金
購入できる家電に制限は？
　　　 ８人が市政を問う一般質問

６月定例会
２

４

６

15

16

いよ 令和５年
議会だより

夏号

想いを響かせよう！
　（伊予中学校　吹奏楽部　６月27日）
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むかい委員長むかい委員長

新正副議長に聞く！ズバリ！ズバリ！新しい議会構成が決まりました！

環境を整えたい！！環境を整えたい！！
もりかわ委員長もりかわ委員長

新しく就任した
正副議長に抱負などを

聞きました！

○
抱
負
は
？

北
橋
議
長

　

ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
と
な
り

日
常
が
戻
り
つ
つ
あ
り
ま
す

が
、
落
ち
込
ん
だ
地
域
産
業

の
振
興
、
少
子
高
齢
化
や
防

災
・
減
災
対
策
は
喫
緊
の
課

題
で
あ
り
、
議
会
が
市
政
に

果
た
す
役
割
は
大
き
く
な
っ

て
い
ま
す
。
議
会
一
丸
と
な
っ

て
こ
れ
ら
の
課
題
解
決
に
取

り
組
み
、
社
会
経
済
活
動
強

化
に
全
力
を
尽
く
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　

議
員
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
の

た
め
に
は
、
議
員
間
討
議
が

特
に
重
要
で
あ
る
と
考
え
ま

す
。
議
員
が
改
革
に
挑
戦
す

る
環
境
を
整
え
る
こ
と
に
よ

り
、
議
会
改
革
に
も
つ
な
が

る
と
考
え
ま
す
。　

川
口
副
議
長

　

伊
予
市
初
の
女
性
副
議
長

と
し
て
、
各
世
代
・
性
別
を

問
わ
ず
、
政
治
を
身
近
に
感

じ
て
も
ら
え
る
議
会
を
目
指

し
ま
す
。

　

中
立
公
平
な
立
場
で
、
議

長
と
職
員
さ
ん
と
市
民
の
皆

さ
ん
の「
つ
な
ぎ
役
」
と
な
る

よ
う
努
め
ま
す
。

委員会には、議会を円滑に運営するための議会運営委員会や市の仕事を各分野に分けて審査する３つの常任委
員会があります。今回は、各委員長から任期中（２年間）の活動目標などを聞きました！（議会運営委員会は１年任期）

議
長

北き
た
は
し橋

豊と
よ
さ
く作

■プロフィール
住所：稲荷
趣味：農産物の生育観察
　　　（緑は精神安定剤）、　　
　　　スポーツ観戦
座右の銘：積小為大

総 務 委 員 会 議 会 運 営 委 員 会
ウィズコロナの時代となり、新しい生活様
式も定着しました。ICTやAIの進展も顕著
で、急激な時代の変化にも適応できる柔軟
な発想が必要です。人口減少対策を最優先
課題に掲げ、移住・定住促進、伊予市の魅
力発信に努めたいと思います。

定例会の日程、本会議の進行手順、議会に
関するルールなど、議会運営全般について
協議や意見調整を行います。 中立・公平性
を重視し、議会をスムーズに運営できるよ
う、取り組んでまいります。

ひの委員ひの委員

きたはし委員きたはし委員 たけち委員たけち委員
もりかわ委員もりかわ委員 たなか（弘）委員たなか（弘）委員 かどた委員かどた委員

むかい委員長むかい委員長 おおの副委員長おおの副委員長まさおか副委員長まさおか副委員長 ひの委員長ひの委員長 さがわ委員さがわ委員

むかい委員むかい委員

ひの委員長ひの委員長
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新しい議会構成が決まりました！特集

議員のスキルアップのための議員のスキルアップのための

新委員長 から一言！新委員長 から一言！

かどた委員長かどた委員長

○
ど
の
よ
う
な
議
会
を
？

北
橋
議
長

　

市
民
に
開
か
れ
た
議
会
づ

く
り
の
た
め
、
議
会
報
告
会

を
積
極
的
に
開
催
し
、
市
政

や
議
会
と
市
民
と
の
距
離
を

縮
め
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

川
口
副
議
長

・
議
員
間
討
議
の
実
現

・
議
会
報
告
会
の
充
実

・
災
害
時
の
議
員
行
動
指
針

　
の
作
成

・
選
挙
投
票
率
の
向
上

　

こ
れ
ら
４
つ
の
項
目
を
、

優
先
課
題
に
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

○
市
民
の
皆
様
に
！

北
橋
議
長

　

夢
を
持
つ
こ
と
で
、
毎
日

が
充
実
し
、
楽
し
い
日
々
を

送
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ

し
て
、
実
現
に
向
け
て
努
力

す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
そ

れ
が「
３
万
人
が
住
み
続
け
ら

れ
る
伊
予
市
」の
実
現
に
も
つ

な
が
り
ま
す
。

川
口
副
議
長

　
私
の
良
さ
は
、
キ
ョ
ロ
キ
ョ

ロ
し
て
、
人
の
声
に
耳
を
傾

け
、
分
か
り
や
す
い
言
葉
で

伝
え
ら
れ
る
こ
と
だ
と
思
っ

て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
議
会
に
傍

聴
に
来
て
く
だ
さ
い
。

副
議
長

川か
わ
ぐ
ち口

和か
ず

代よ

■プロフィール
現住所：米湊
趣　味：キョロキョロすること
座右の銘：やらない後悔よりやる後悔

産 業 建 設 委 員 会 民 生 文 教 委 員 会
日本商工会議所の調査結果（早期景気観測）による
と、サービス業、小売業、飲食・宿泊業、建設業
など、コロナ禍からの経済活動回復が進み、中小
企業の業況は改善しているそうです。本市の産業
もコロナ禍以前の早期回復を目指し、私たちもで
きる限りその後押しをしたいと思います！

少子化が加速度的に進んでいます。本市も例外
ではありません。子ども手当の拡充、高校生ま
での医療費無料化等、早期の実現が望まれます。
様々な施策案もあがっていますが、まずは子育
て世帯が住みやすいと感じてくれるような伊予
市を目指して、職員とともに尽力します。

かなざわ委員かなざわ委員
たかた委員たかた委員 よしひさ委員よしひさ委員 おおの委員おおの委員

かわぐち委員かわぐち委員

たけち委員たけち委員

ひらおか副委員長ひらおか副委員長 たなか（慎）委員たなか（慎）委員かどた委員長かどた委員長 たなか（弘）委員たなか（弘）委員さがわ委員さがわ委員 たにもと委員たにもと委員

たなか（弘）委員長たなか（弘）委員長



購
入
で
き
る
家
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に
制
限
は
？

主
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エ
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が
対
象
と
な
る
。
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常任委員会
審査報告

（６月26日～28日開催）

若年出産
世帯応援
補 助 金

令和５年４月１日以降に出産かつ「夫婦ともに29歳以下の世帯」に対し、家電やベ
ビーベッド、チャイルドシート、エアコンなどの購入の助成を一人当たり20万円行
うもので、若い子育て夫婦の家計を応援する非常に魅力ある政策です。

若
年
出
産
世
帯
応
援

補
助
金 

問
具
体
的
内
容
と
積
算
根

拠
は
。

答
子
育
て
支
援
課

　
県
の
え
ひ
め
人
口
減
少
対
策

総
合
交
付
金
を
活
用
し
、
本
市

が
設
定
し
た
４
つ
の
補
助
制
度

の
う
ち
の
１
つ
が
若
年
出
産
世

帯
応
援
補
助
金
で
あ
る
。
令
和

５
年
４
月
１
日
以
降
に
出
産
、

か
つ
夫
婦
と
も
に
29
歳
以
下
の

世
帯
に
対
し
、
家
電
や
ベ
ビ
ー

ベ
ッ
ド
、チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
、

エ
ア
コ
ン
な
ど
の
購
入
の
助
成

を
行
う
も
の
で
、
子
ど
も
一
人

当
た
り
20
万
円
の
１
０
０
人
分

を
計
上
し
て
い
る
。

　
積
算
根
拠
に
つ
い
て
は
、
年

間
約
１
８
０
人
の
出
生
数
を
鑑

み
、
約
半
分
の
１
０
０
人
分
を

見
積
も
っ
て
い
る
。

問
購
入
で
き
る
家
電
に
制

限
は
あ
る
の
か
。ま
た
、

周
知
方
法
は
。

答
子
育
て
支
援
課

　
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
が
提
示

し
て
い
る
省
エ
ネ
性
能
と
し

て
、
星
２
つ
以
上
の
家
電
製
品

が
対
象
と
な
る
。
家
電
の
例
と

し
て
、
乾
燥
機
付
き
洗
濯
機
や

食
洗
機
、
自
動
調
理
器
な
ど
時

短
家
電
と
呼
ば
れ
る
家
電
も
対

象
に
な
る
。

　
仕
事
や
家
事
と
育
児
の
両
立

を
し
や
す
い
よ
う
に
、
で
き
る

だ
け
家
事
の
負
担
を
軽
減
で
き

る
家
電
の
購
入
の
支
援
を
す
る

こ
と
で
、
若
年
出
産
世
帯
の
応

援
を
し
た
い
と
い
う
の
が
今
回

の
趣
旨
で
あ
る
。

　
周
知
方
法
に
つ
い
て
は
、
補

助
対
象
が
限
定
さ
れ
る
一
時
預

か
り
拡
充
事
業
補
助
金
以
外
の

若
年
出
産
世
帯
奨
学
金
返
還
支

援
補
助
金
や
Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン
保

育
士
支
援
補
助
金
と
合
わ
せ
、

広
報
紙
や
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ

の
掲
載
を
予
定
し
て
い
る
。
特

に
出
産
世
帯
に
対
す
る
応
援
金

に
つ
い
て
は
、
市
民
課
の
出
生

届
の
窓
口
等
で
チ
ラ
シ
配
布
な

ど
の
対
応
を
し
た
い
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業

補
助
金
・
が
ん
ば
る
地
域

応
援
事
業
補
助
金 

問
一
般
財
団
法
人
の
補
助

金
を
活
用
す
る
事
業
だ

が
、
周
知
方
法
は
。

民
生
文
教
委
員
会

総
務
委
員
会
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市
で
は
、
今
回
初
め
て
申
請
し

た
事
業
で
あ
り
、
い
よ
本
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
運
営
委
員
会
の
１
団

体
が
採
択
と
な
っ
て
い
る
。
申

請
数
に
対
す
る
採
択
数
は
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
補
助
金

は
、
令
和
５
年
度
が
４
件
中
３

件
、
令
和
４
年
度
が
３
件
中
２

件
、
令
和
３
年
度
が
３
件
中
２

件
が
採
択
で
あ
り
、
が
ん
ば
る

地
域
応
援
事
業
補
助
金
は
、
応

募
し
た
１
件
が
採
択
と
な
っ
て

い
る
。

ト
ー
タ
ル
収
納
サ
ー
ビ
ス
賦

課
税
目
追
加
業
務
委
託
料　

問
令
和
６
年
４
月
か
ら
地

方
税
共
通
納
税
Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド
が
、
新
た
に
市
県
民
税

答
地
域
創
生
課

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
補

助
金
に
つ
い
て
は
、
５
月
に
開

催
し
た
広
報
区
長
協
議
会
に
お

い
て
事
業
内
容
を
説
明
し
、
広

報
区
長
を
通
し
て
広
報
委
員
へ

も
周
知
を
お
願
い
し
て
い
る
。

　
が
ん
ば
る
地
域
応
援
事
業
補

助
金
に
つ
い
て
は
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
へ
掲
載
し
、
周
知
を

行
っ
て
い
る
。　

問
過
去
３
年
間
の
実
績
と

採
択
件
数
は
。

答
地
域
創
生
課

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
補

助
金
の
実
績
は
、
令
和
５
年
度

が
大
久
保
広
報
区
、
高
見
公
民

館
、
中
山
地
区
自
主
防
災
会
の

３
団
体
、
令
和
４
年
度
が
大
字

上
三
谷
区
、
灘
町
Ａ
地
区
自
主

防
災
会
の
２
団
体
、
令
和
３
年

度
が
上
吾
川
区
、
上
野
自
主
防

災
会
の
２
団
体
が
採
択
と
な
っ

て
い
る
。
が
ん
ば
る
地
域
応
援

事
業
補
助
金
に
つ
い
て
は
、
本

な
ど
の
納
付
書
に
付
さ
れ
る
こ

と
に
伴
う
委
託
料
だ
が
、
開
発

費
用
は
市
が
負
担
す
べ
き
も
の

な
の
か
。

　
ま
た
、導
入
さ
れ
る
こ
と
で
、

収
納
業
務
に
係
る
手
数
料
が
安

く
な
る
な
ど
の
メ
リ
ッ
ト
は
。

答
会
計
課

　

も
と
も
と
ト
ー
タ
ル
収
納

サ
ー
ビ
ス
業
務
を
委
託
す
る
時

点
で
、
シ
ス
テ
ム
開
発
費
用
は

市
で
負
担
す
る
こ
と
と
し
て
お

り
、こ
れ
は
本
市
だ
け
で
な
く
、

他
市
町
も
全
て
同
様
で
あ
る
。

　
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
付
き
納
付
書
の

収
納
業
務
に
係
る
手
数
料
は
全

国
銀
行
協
会
が
決
定
し
、
一
律

で
あ
る
。
一
番
の
メ
リ
ッ
ト
は

納
税
者
が
自
宅
な
ど
か
ら
納
付

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
利
便

性
が
向
上
す
る
こ
と
で
あ
る
。

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
プ

レ
ミ
ア
ム
還
元
事
業

産
業
建
設
委
員
会

問
今
回
で
３
回
目
の
事
業

だ
が
、
詳
細
は
。

答
商
工
観
光
課

　

こ
の
事
業
は
、
電
力
・
ガ

ス
・
食
品
等
価
格
高
騰
重
点
支

援
地
方
交
付
金
事
業
の
一
環

で
、
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
期
間
中
に

市
内
参
加
店
舗
で
の
キ
ャ
ッ

シ
ュ
レ
ス
決
済
に
対
し
、
プ
レ

ミ
ア
ム
還
元
を
行
う
こ
と
で
、

参
加
店
舗
の
売
上
増
加
、
消
費

支
出
の
下
支
え
を
行
う
も
の

で
あ
る
。

　
現
在
、
想
定
し
て
い
る
付
与

率
は
、
１
回
の
上
限
を
20
％
の

１
０
０
０
円
還
元
と
し
、
期

間
中
の
上
限
を
一
人
当
た
り

５
０
０
０
円
と
し
て
お
り
、
開

始
月
は
ま
だ
決
定
し
て
い
な

い
が
、
秋
口
の
１
か
月
間
を
想

定
し
て
い
る
。

水
田
農
業
経
営
継
続
支
援

事
業
費
補
助
金

問
事
業
の
補
助
要
件
と
、

今
後
の
申
請
方
法
は
。

答
農
業
振
興
課

　

こ
の
事
業
の
補
助
要
件
は
、

１
点
目
と
し
て
、
令
和
４
年
度

に
か
か
る
肥
料
代
と
令
和
５
年

度
に
か
か
る
肥
料
代
の
差
額
が

４
０
０
０
円
以
上
あ
る
こ
と
。

２
点
目
と
し
て
、
平
成
27
年
度

か
ら
令
和
３
年
度
ま
で
の
米
の

販
売
価
格
の
最
高
値
と
最
低
値

を
差
引
い
た
平
均
値
よ
り
、
令

和
４
年
度
の
販
売
価
格
か
ら
、

10
ア
ー
ル
当
た
り
６
０
０
０

円
以
上
の
減
額
が
出
て
い
る
こ

と
か
ら
、
10
ア
ー
ル
当
た
り

４
０
０
０
円
の
補
助
を
前
年
度

と
同
様
に
行
う
も
の
で
あ
る
。

　
ま
た
、
全
て
の
水
田
、
水
稲

作
付
農
家
を
対
象
と
し
て
お
ら

ず
、
あ
く
ま
で
主
食
用
米
の
販

売
農
家
を
対
象
と
し
て
お
り
、

令
和
３
年
度
か
ら
引
き
続
き
、

米
の
販
売
を
し
て
い
る
経
営
者

に
対
し
、
そ
の
販
売
実
績
を
付

け
て
申
請
し
て
い
た
だ
く
方
法

を
検
討
し
て
い
る
。

がんばる地域応援事業補助金で今回採択となった
「いよ本プロジェクト運営委員会」の活動の様子



８８人人が市政を問うが市政を問う
　６月定例会では、 ８人の議員が27問の一般質問を行い、活発な議論を展開しました。全質問項
目は下表をご覧ください。７ページから質問した 議員ごとに１～２問の質問を要約してお伝えし
ます。なお、全文記録（議事録） は９月上旬に市ホームページ（http://www.city.iyo.lg.jp）の会議
録検索システムにて掲載しますのでご覧ください。

田中慎之介　議員（Ｐ７） 1　市民の「時間」の負担を軽減するための提案について 
 2　小学校低学年で使用する算数セットの公費負担を求める 
 3　伊予市の未来のために、特に若手職員が成長するための取組を

大野　鎮司　議員（Ｐ８） 1　学校施設等の安全で快適なトイレ整備等について 
 2　３万人が住み続けられる伊予市へ（防犯編）
 3　外国人の対応について

川口　和代　議員（Ｐ９） 1　町内会（組内）を考える
 2　市民の安心・安全を考える
 3　令和５年度当初予算から地域振興を考える

森川　建司　議員（Ｐ10） 1　大谷川及び新池の改修工事の早期実施を
 2　市民の防衛意識を高める施策の推進を
 3　コロナ禍の教訓を生かした保健行政等の推進を
 4　赤い羽根募金に対する疑惑の解明と適正な対応及び市の管轄する
 　  NPO法人の健全な運用を　

金澤　　功　議員（Ｐ11） 1　災害対策について
 2　新川地区への子育て支援について
 3　第２期伊予市子ども・子育て支援事業計画について

平岡　清樹　議員（Ｐ12） 1　GW中の栗の里公園を見て思うこと
 2　連携協定を結んだ企業や団体と実際の活動は 
 3　南伊予活性化事業について

田中　　弘　議員（Ｐ13） 1　IYO夢みらい館前広場の計画に
 　  ついて 
 2　有害鳥獣対策について

門田　裕一　議員（Ｐ14） 1　伊予市に歴史博物館を
 2　思春期からの健康づくり（プレコンセプションケア）の普及啓発を
 3　「チャットＧＰＴ」をどのように活用していくか
 4　熱中症対策の推進について
 5　大雨による災害に備えて
 6　投票支援カードとコミュニケーションボードの活用を

※通告順（発言順）に掲載しています。

一般質問

伊予市議会

きたはし議長

９月定例会の日程は
８月初旬頃にホーム

ページで掲載予定です。
広報いよし９月号でも

お知らせします。

『色付きの質問』
は、次ページ以降に
掲載しています！

いよ議会だより　令和５年 夏号 6
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問
小
学
校
入
学
前
の
名

前
書
き
が
大
変
と
い

う
の
は
、
本
市
に
限
ら
ず
、

全
国
共
通
の
保
護
者
た
ち
の

悩
み
に
な
っ
て
い
る
。
特
に
、

算
数
セ
ッ
ト
は
多
く
の
保
護

者
が
夜
中
ま
で
か
か
っ
て

名
前
を
書
い
て
い
る
。
算
数

セ
ッ
ト
は
そ
の
使
用
頻
度
と

比
し
て
、
名
前
書
き
と
い
う

「
時
間
的
負
担
」
と「
体
力
的

負
担
」
が
あ
ま
り
に
も
多
す

ぎ
る
。
あ
わ
せ
て
経
済
的
負

担
の
軽
減
か
ら
も
、
公
費
で

負
担
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い

と
考
え
る
。
公
費
負
担
と
し

て
も
、
全
員
の
分
を
購
入
す

る
必
要
は
な
く
、
郡
中
小
学

校
で
も
３
～
４
ク
ラ
ス
分
の

算
数
セ
ッ
ト
を
学
校
が
備
品

と
し
て
備
え
て
お
け
ば
十
分

で
あ
る
。

　
教
育
的
な
観
点
か
ら
、「
計

算
カ
ー
ド
」
は
毎
日
取
り
組

む
必
要
が
あ
り
、
毎
日
持
ち

帰
る
も
の
な
の
で
、
個
人
負

担
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
そ

れ
以
外
の
も
の
に
つ
い
て

は
、
公
費
負
担
と
し
て
は
。

答
「
計
算
カ
ー
ド
」に
限

ら
ず
、
児
童
個
人
が

使
用
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

個
人
負
担
す
べ
き
と
考
え

る
。
仮
に
、
共
用
管
理
と
し

た
場
合
、
保
管
場
所
の
確
保
、

授
業
の
重
複
管
理
・
授
業
前

後
で
の
過
不
足
確
認
及
び
消

毒
な
ど
、
継
続
的
な
管
理
が

発
生
し
、
現
場
へ
の
負
担
が

生
じ
る
こ
と
も
予
想
さ
れ

る
。「
名
前
書
き
」
の
作
業
を

負
担
に
感
じ
る
方
も
い
る

が
、
入
学
準
備
と
し
て
子
ど

も
と
一
緒
に
楽
し
ん
で
い
る

方
や
、「
名
前
書
き
」の
苦
労

を
良
き
思
い
出
と
し
て
持
た

れ
て
い
る
保
護
者
も
い
る
と

聞
い
て
お
り
、
保
護
者
の
思

い
は
一
様
で
は
な
い
と
理
解

し
て
い
る
。

　

現
時
点
で
は
、
引
き
続
き

各
家
庭
で
準
備
い
た
だ
く
べ

き
も
の
と
認
識
し
て
い
る

が
、
市
町
に
よ
り
算
数
セ
ッ

ト
の
取
扱
い
が
異
な
り
、
公

費
負
担
や
一
部
の
み
自
己
負

担
と
し
て
い
る
自
治
体
も
あ

る
た
め
、
今
後
、
調
査
・
研

究
し
た
い
。

問
大
分
県
中
津
市
で

は
、
若
手
職
員
が
中

心
と
な
り
、
職
員
自
ら
デ
ジ

タ
ル
技
術
を
活
用
し
、
市
民

サ
ー
ビ
ス
向
上
や
業
務
効
率

化
を
果
た
し
た
取
組
を
表
彰

す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
し

て
お
り
、
魅
力
を
感
じ
た
。

「
伊
予
市
の
人
た
ち
の
た
め

に
貢
献
し
た
い
」
と
い
う
想

い
で
入
庁
し
て
き
た
職
員
の

チ
ャ
レ
ン
ジ
が
み
ん
な
で
承

認
さ
れ
る
機
会
を
作
り
、
若

手
職
員
が
成
長
す
る
た
め
の

取
組
を
し
て
は
。

　
従
来
か
ら
あ
る「
職
員
提
案

制
度
」に
加
え
、
令
和
４
年
度

に
新
設
し
た
企
画
振
興
部
に

お
い
て
は
、
組
織
横
断
型
の

研
究
チ
ー
ム
の
立
ち
上
げ
を

進
め
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
に

「
魅
力
発
信
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
推
進
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」や「
人
口
減
少
対
策
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
等
を
設
置
し
、

適
宜
、
市
長
等
と
専
門
知
識

を
有
す
る
外
部
の
オ
ブ
ザ
ー

バ
ー
等
に
報
告
・
提
案
を
行
っ

て
い
る
。
そ
う
し
た
中
か
ら
、

オ
フ
ィ
ス
カ
ジ
ュ
ア
ル
や
集

中
ス
ペ
ー
ス
の
導
入
、
年
次

有
給
休
暇
の
計
画
取
得
等
は

既
に
実
行
も
し
く
は
実
証
実

験
の
段
階
に
入
っ
て
お
り
、

こ
れ
ら
若
手
職
員
の
新
た
な

発
想
が
具
現
化
す
る
こ
と
で
、

業
務
の
効
率
化
等
と
と
も
に
、

チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
の
醸
成
及

び
満
足
度
の
向
上
が
図
ら
れ

て
い
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
取
組
を
ブ

ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
し
、
さ
ら

に
よ
い
仕
組
み
と
な
る
よ
う

先
進
事
例
を
参
考
に
調
査
研

究
の
う
え
、
適
宜
見
直
し
た

い
。

田
中　
慎
之
介
議
員

（答弁）個人負担すべきと考える

答
先
進
事
例
を
参
考
に
調
査
研

究
の
う
え
、適
宜
見
直
し
た
い
。

若手職員のチャレンジを市役所
だけでなく、市民にも広く知ら
せてほしいです。職員のそういっ
た姿勢に対して寛容になってい
くことで風土ができ上がるし、
若手職員も失敗を恐れずチャ

レンジできる。結果的
に伊予市の未来につな
がっていくと思います。

たなか議員の「もう一言！」

録画映像
はコチラ

　小学校低学年で使用する算数セット

公費負担を求める！

若
手
職
員
が
成
長
す
る

た
め
の
取
組
を



問
国
は
、
令
和
７
年
度

ま
で
に
公
立
学
校
の

ト
イ
レ
の
洋
式
化
を
95
％
ま

で
整
備
す
る
と
の
目
標
を
掲

げ
て
い
る
。
イ
ン
ク
ル
ー
シ

ブ
が
進
め
ら
れ
る
学
校
施
設

に
お
い
て
、
多
目
的
ト
イ
レ

の
整
備
は
不
可
欠
で
あ
り
、

フ
ェ
ム
テ
ッ
ク（
※
）が
推
奨

さ
れ
る
中
で
、
学
校
施
設
に

も「
温
水
洗
浄
機
能
付
き
便

座
」
の
設
置
が
強
く
求
め
ら

れ
て
い
る
。

　
ま
た
、
学
校
は
災
害
時
に

は
避
難
所
に
な
る
た
め
、
多

目
的
ト
イ
レ
の
整
備
は
、
障

が
い
者
や
高
齢
者
、
子
育
て

中
の
方
に
と
っ
て
非
常
に
大

切
で
あ
る
。

　
特
に
温
水
洗
浄
機
能
付
き

便
座
の
設
置
に
つ
い
て
は
、

避
難
所
で
の
生
活
が
余
儀
な

く
さ
れ
た
際
、
特
に
女
性
や

高
齢
者
の
衛
生
管
理
の
面
で

重
要
で
あ
る
た
め
、
早
期
の

設
置
を
。

（
※
）
フ
ェ
ム
テ
ッ
ク
と
は
、

女
性
の
健
康
問
題
を
解
決
す

る
た
め
の
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の

こ
と
。

答
既
に
洋
式
化
し
て
い

る
２
４
２
台
の
う

ち
、
温
水
洗
浄
機
能
が
付
い

て
い
る
も
の
は
44
台
で
18
・

２
％
に
留
ま
っ
て
い
る
。
こ

れ
は
温
水
洗
浄
機
能
付
き
便

座
を
、
こ
れ
ま
で
多
目
的
ト

イ
レ
な
ど
主
に
障
が
い
者
の

利
用
に
絞
っ
て
整
備
し
て
き

た
た
め
で
あ
る
が
、
イ
ン
ク

ル
ー
シ
ブ
や
フ
ェ
ム
テ
ッ
ク

の
観
点
か
ら
も
、
今
後
、
改

修
の
際
に
は
学
校
と
協
議
を

重
ね
な
が
ら
、
温
水
洗
浄
便

座
付
き
ト
イ
レ
の
増
設
の
必

要
性
を
検
討
す
る
。

問
災
害
時
に
避
難
所
と

な
る
学
校
施
設
の
ト

イ
レ
整
備
に
は
、
国
の
充
当

率
１
０
０
％
で
補
助
率
70
％

の
防
災
減
災
対
策
債
が
活
用

で
き
る
た
め
、
早
期
の
改
善

が
で
き
る
の
で
は
。

　

学
校
施
設
環
境
改
善
交
付

金
を
活
用
し
、
令
和
２
年
度

に
策
定
し
た
学
校
等
施
設
長

寿
命
化
計
画
に
基
づ
き
、
洋

式
化
に
関
す
る
学
校
か
ら
の

要
望
も
考
慮
し
な
が
ら
、
改

修
す
る
予
定
と
し
て
い
る
。

　

ご
提
案
の
緊
急
防
災
・
減

災
対
策
事
業
債
を
活
用
し
て

の
早
期
実
施
に
つ
い
て
は
、

現
在
活
用
し
て
い
る
学
校
施

設
環
境
改
善
交
付
金
が
僅
か

な
が
ら
財
政
的
に
有
利
な
こ

と
も
あ
り
、
引
き
続
き
交
付

金
を
活
用
し
て
い
く
こ
と
で

ご
理
解
い
た
だ
き
た
い
。

　

問
市
内
小
・
中
学
校
の

洋
式
ト
イ
レ
の
設
置

状
況
は
。

　

小
学
校
全
体
で
３
９
６

台
の
個
室
用
便
器
の
う
ち

１
３
８
台
が
洋
式
で
、
洋
式

化
率
は
34
・
８
％
、
同
じ
く

中
学
校
全
体
で
２
２
０
台

の
う
ち
１
０
４
台
が
洋
式

で
、
47
・
３
％
、
小
中
学
校

全
体
で
は
６
１
６
台
の
う
ち

２
４
２
台
が
洋
式
で
39
・３
％

と
な
っ
て
い
る
。

問
学
校
施
設
だ
け
で
は

な
く
、
高
齢
化
社
会

の
現
在
、
公
共
施
設
の
ト
イ

レ
を
洋
式
化
し
て
は
。

　

新
た
に
ト
イ
レ
を
設
置
す

る
場
合
に
は
、
原
則
、
洋
式

に
て
対
応
し
て
い
る
。

　

昨
年
度
に
お
い
て
、
ト

イ
レ
の
新
設
や
改
修
を
行
っ

た
こ
と
に
よ
り
、
現
在
は
、

合
計
１
３
６
０
台
、
う
ち

７
２
１
台
、
率
に
し
て
53
％

が
洋
式
と
な
っ
て
い
る
。

　

今
後
は
、
財
源
状
況
を
見

極
め
な
が
ら
、
年
間
15
台
程

度
を
目
標
に
施
設
の
改
修
等

に
合
わ
せ
て
、
洋
式
化
に
努

め
た
い
。

答
現
在
の
交
付
金
が
有
利
で
あ

る
た
め
今
後
も
活
用
す
る
。

答
小
学
校
は
34
・
８
％
、
中

学
校
は
47
・
３
％
で
あ
る
。

答
年
間
15
台
程
度
を
目
標

に
洋
式
化
に
努
め
る
。

大
野　
鎮
司　
議
員

学校施設等の安全で快適なトイレ整備

温水洗浄機能付き便座の設置を！
（答弁）増設の必要性を検討する

郡中小学校、港南中学
校の女子トイレの洋式
トイレの数を調査した
ところ、６～８個ある
便器のうち、２つが洋
式トイレ、残りは和式
トイレでした。家庭で
も洋式トイレが９割普
及している現代、この
割合を逆にすべきでは
ないでしょうか。早期
の実現を望みます！

おおの議員の「もう一言！」

録画映像
はコチラ
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答
ヘ
ル
メ
ッ
ト
購
入
時
の
補

助
は
、
調
査
研
究
し
た
い
。

市
民
の
安
心
・
安
全
を

考
え
る

問
高
齢
化
が
進
み
、
町

内
会（
組
内
）を
見
直

す
時
期
が
き
て
い
る
と
考
え

る
。
役
員
の
担
い
手
不
足
、

委
員
の
掛
け
持
ち
、
偏
る
負

担
で
、
解
散
せ
ざ
る
を
得
な

か
っ
た
組
内
も
あ
る
と
聞

く
。
市
か
ら
の
依
頼
業
務
を

見
直
し
、
ス
リ
ム
化
す
る
た

め
に
次
の
提
案
を
し
た
。

①
各
地
区
と
も
、
広
報
委
員

選
出
に
苦
労
し
て
い
る
と
聞

く
。
広
報
紙
の
配
布
を
業
者

委
託
に
切
り
替
え
て
は
。

②
電
子
回
覧
板
を
採
用
し
て

い
る
自
治
体
も
あ
る
と
聞
く

が
、
本
市
も
回
覧
板
の
必
要

性
を
考
え
る
時
期
で
は
。

③
ご
み
出
し
に
苦
労
し
て
い

る
高
齢
者
の
た
め
に
、
ご
み

置
き
場
を
廃
止
し
、
流
し
収

集
や
戸
別
収
集
エ
リ
ア
を
拡

大
し
て
は
。

答
①
広
報
紙
の
ポ
ス

テ
ィ
ン
グ
に
つ
い
て

は
、
今
年
度
検
討
を
開
始
し
、

県
下
自
治
体
の
状
況
調
査
や

配
送
事
業
者
か
ら
の
聞
き
取

り
を
進
め
て
い
る
。
今
後
、

広
報
区
長
や
広
報
委
員
の
方

へ
広
報
紙
の
配
布
方
法
や
回

覧
文
書
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
を
予
定
し
て
い
る
。

②
先
進
自
治
体
か
ら
情
報
収

集
し
、
調
査
・
研
究
す
る
。

③
戸
別
収
集
の
エ
リ
ア
拡
大

は
、
収
集
委
託
費
用
や
収
集

時
間
の
増
加
は
財
政
的
に
厳

し
く
、
松
山
市
へ
の
時
間
内

の
運
搬
も
困
難
で
あ
る
。
将

来
的
に
は
、
集
積
所
の
統
合

や
再
編
、
戸
別
収
集
な
ど
も

検
討
に
加
え
て
調
査
研
究
し

た
い
。

問
①
今
年
の
４
月
か
ら　
　
　

自
転
車
利
用
者
の
ヘ

ル
メ
ッ
ト
着
用
が
努
力
義
務

化
さ
れ
た
。
ヘ
ル
メ
ッ
ト
購

入
時
の
半
額
補
助
を
す
れ

ば
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
の
普

及
啓
発
に
つ
な
が
る
の
で

は
。

②
２
人
目
以
降
の
幼
児
用

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
購
入
時

の
半
額
補
助
を
し
て
経
済

的
負
担
の
軽
減
を
図
る
こ
と

で
、
子
育
て
世
帯
の
安
心
・

安
全
ド
ラ
イ
ブ
に
つ
な
が
る

の
で
は
。

③
信
号
機
の
な
い
横
断
歩
道

に
、
ラ
イ
ト
の
点
滅
で
ド
ラ

イ
バ
ー
に
歩
行
者
の
存
在
を

知
ら
せ
る「
横
断
者
注
意
喚

起
灯
」
を
設
置
し
て
、
ド
ラ

イ
バ
ー
の
マ
ナ
ー
向
上
に
つ

な
げ
て
は
。

④
市
内
の
危
険
交
差
点
を
洗

い
出
し
、
警
察
と
も
連
携
し

て
策
を
講
じ
て
は
。

①
県
内
３
自
治
体
が
、
自
転

車
用
ヘ
ル
メ
ッ
ト
に
対
し
て

の
補
助
制
度
を
運
用
ま
た
は

計
画
し
て
い
る
と
聞
く
。

　

今
後
、
補
助
額
や
補
助
制

度
な
ど
の
制
度
設
計
に
つ
い

て
、
調
査
研
究
し
た
い
。

②
利
用
期
間
が
限
定
的
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
リ
ユ
ー
ス
促

進
を
検
討
し
た
い
。

③「
横
断
者
注
意
喚
起
灯
」の

設
置
は
、
道
路
管
理
者
を
想

定
し
て
い
る
。
県
警
か
ら
は
、

横
断
者
注
意
喚
起
灯
の
有
無

で
横
断
歩
道
を
認
知
す
る
意

識
が
強
く
な
る
と
、
他
の
横

断
歩
道
に
対
す
る
意
識
が
弱

く
な
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る

の
で
設
置
は
推
奨
し
な
い
と

の
回
答
を
得
て
い
る
。

④
警
察
か
ら
過
去
の
事
故
発

生
箇
所
の
情
報
提
供
を
受

け
、
地
図
に
見
え
る
化
し
、

警
察
、
交
通
安
全
協
会
、
道

路
管
理
者
等
と
連
携
し
、
安

全
対
策
を
講
じ
て
い
く
。

川
口　
和
代　
議
員

市の広報紙の配布方法

業者による全戸配布にしては？
（答弁）アンケート調査を予定している

伊予交通安全協会で
は、２週間のチャイル
ドシートの貸し出しを
しています。周知とあ
わせて、貸し出し期間
を１か月に延ばしても
らえるよう市から要望
してほしいと、伝えま
した。

かわぐち議員の「もう一言！」

録画映像
はコチラ
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一
見
帽
子
の
よ
う
な
お
し
ゃ
れ
な
自

転
車
用
ヘ
ル
メ
ッ
ト
も
あ
る
。



問
大
谷
川
を
守
る
会
を

立
ち
上
げ
て
６
年
に

な
る
。
こ
の
間
伊
予
中
学
校

前
の
郷
口
橋
付
近
を
中
心

に
、
年
２
回
計
16
回
の
河
川

清
掃
を
実
施
し
て
き
た
。
作

業
を
進
め
る
中
で
、
年
々
石

積
み
の
部
分
の
法の

り
め
ん面
が
劣
化

し
て
き
て
お
り
、
こ
の
ま
ま

放
置
は
で
き
な
い
と
判
断

し
、
５
月
中
旬
、
市
や
県
に

連
絡
し
て
現
地
を
確
認
し
て

も
ら
っ
た
。
そ
の
結
果
、
当

面
は
県
が
経
過
観
察
す
る
こ

と
と
な
り
、
業
者
が
危
険
箇

所
10
か
所
に
赤
ペ
ン
キ
で

マ
ー
キ
ン
グ
を
完
了
し
た
。

そ
の
後
、
上
流
地
域
に
も
護

岸
が
崩
壊
し
そ
う
な
危
険
な

箇
所
が
２
か
所
見
つ
か
っ

た
。
市
長
の
招
集
挨
拶
で
、

「
近
年
線
状
降
水
帯
が
も
た

ら
す
水
害
」
と
言
及
し
た
よ

う
に
こ
れ
か
ら
の
時
期
、
大

変
心
配
で
あ
る
の
で
、
市
の

対
応
は
。

答
現
在
、
県
の
担
当
部

局
が
護
岸
の
経
過
観

察
中
で
、
今
後
そ
の
結
果
に

基
づ
き
必
要
な
措
置
を
講
じ

る
と
の
こ
と
で
、
方
針
が
決
ま

り
次
第
、
地
元
関
係
者
へ
説

明
す
る
予
定
だ
が
、
当
面
は
、

破
損
箇
所
に
間
詰
コ
ン
ク

リ
ー
ト
の
打
設
な
ど
の
応
急

対
策
を
検
討
し
て
い
る
と
聞

い
て
い
る
。
市
と
し
て
も
、
護

岸
崩
壊
に
よ
る
市
道
や
家
屋

等
へ
の
被
害
が
生
じ
る
こ
と
の

な
い
よ
う
県
と
連
携
し
、
早

期
の
対
策
に
取
り
組
む
。

問
戦
後
最
悪
の
安
全
保

障
環
境
の
情
勢
下
、

政
府
は
昨
年
末
に
安
保
３
文

書
を
閣
議
決
定
し
、
防
衛
政

策
を
大
き
く
転
換
し
た
が
、

国
民
の
防
衛
意
識
は
断
ト
ツ

で
世
界
最
下
位
の
ま
ま
で
あ

る
。
安
保
３
文
書
の
最
上
位

に
位
置
す
る
国
家
安
全
保
障

戦
略
Ⅶ「
我
が
国
の
国
家
安

全
保
障
戦
略
を
支
え
る
た
め

に
強
化
す
べ
き
国
内
基
盤
」

の
２
項「
社
会
的
基
盤
の
強

化
」に
お
い
て
、
平
素
か
ら
、

地
方
公
共
団
体
等
に
は
、

・
防
衛
に
対
す
る
市
民
の
理

解
と
協
力
を
深
め
る
よ
う
取

り
組
む
こ
と

・
我
が
国
と
郷
土
を
愛
す
る

心
を
養
う
こ
と

・
自
衛
官
等
危
険
を
顧
み
ず

職
務
に
従
事
す
る
者
が
社
会

で
評
価
さ
れ
る
よ
う
取
り
組

む
こ
と

等
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
そ

う
い
う
観
点
か
ら
、

①
市
の
具
体
的
取
組
は
。

②
小
・
中
学
校
で
の
具
体
的

取
組
は
。

①
国
家
安
全
保
障
戦
略
は
国

が
果
た
す
べ
き
役
割
と
認
識

し
て
い
る
の
で
、
本
戦
略
に

基
づ
き
、
市
が
主
体
的
に
市

民
・
企
業
等
に
働
き
か
け
る

こ
と
は
考
え
て
い
な
い
。
関

連
す
る
取
組
と
し
て
、
法
定

受
託
事
務
で
あ
る「
自
衛
官

募
集
業
務
」
で
は
、
広
報
紙

へ
の
掲
載
、
懸
垂
幕
を
設
置

す
る
な
ど
周
知
啓
発
活
動
を

実
施
し
て
い
る
。
ま
た
、
伊

予
市
平
和
祈
念
式
典
等
を
継

続
し
、
平
和
行
政
の
推
進
に

努
め
る
。

②
年
齢
に
合
わ
せ
た
平
和
教

育
の
ほ
か
、
小
学
校
低
学
年

で
は
消
防
・
警
察
及
び
自
衛

官
等
の
働
き
を
学
習
し
、
中

学
校
で
は
消
防
署
等
で
職
場

体
験
学
習
を
行
っ
て
い
る
。
発

達
年
齢
に
応
じ
て
、
社
会
科

や
道
徳
科
、
特
別
活
動
の
中

で
、
地
域
や
国
の
安
全
や
防

衛
・
国
際
貢
献
を
含
む
我
が

国
の
役
割
等
に
つ
い
て
多
面

的
・
多
角
的
に
学
ぶ
こ
と
で
、

よ
り
よ
い
社
会
を
考
え
、
こ

れ
か
ら
の
生
活
に
活
か
そ
う

と
す
る
態
度
を
育
て
て
い
る
。

市
民
の
防
衛
意
識
を
高
め

る
た
め
の
施
策
の
推
進
を

森
川　
建
司　
議
員

（答弁）県と連携し、早期の対策に
　　　取り組む

答
市
が
主
体
的
に
働
き
か

け
る
こ
と
は
し
な
い
。

録画映像
はコチラ

もりかわ議員の「もう一言！」

大谷川の改修工事の早期実現を！

防衛政策の大きな転換点を迎えていま
す。今日、日本国民として、自分の国は
自分で守るという防衛意識を持つことが
肝要です。そのためには、国のみに頼る
のではなく、地方自治体や企業が積極的
に防衛への理解や、協力、支援を深める
よう取り組むことが求められていると思
います。ウクライナ国民から学ぶべきは、

「中国、ロシア、北朝鮮という独裁・核
保有国から領土、主権を守りぬくには、
国民の覚悟にかかっている」ということ
であろうと思います。
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問
津
波
災
害
な
ど
発
生

時
の
市
指
定
避
難
場

所
で
あ
る
伊
予
農
業
高
等
学

校
西
側
に
あ
る
市
道
宮
田
東

新
川
線
を
避
難
経
路
と
し
て

整
備
す
る
質
問
を
令
和
３
年

９
月
、
令
和
４
年
６
月
、
12

月
と
３
度
に
わ
た
り
質
問
し
、

今
回
で
４
回
目
と
な
る
。

　
前
回
の
答
弁
で
は
、「
避
難

経
路
の
選
択
肢
が
増
え
る
こ

と
で
、
一
時
避
難
場
所
へ
の

避
難
時
間
の
短
縮
が
見
込
ま

れ
、
短
時
間
に
多
く
の
避
難

者
の
受
入
れ
が
期
待
で
き
る

有
効
性
が
あ
る
」と
の
回
答
で

あ
っ
た
。

　
津
波
な
ど
の
災
害
に
お
け

る
防
災
・
減
災
対
策
の
一
番

重
要
な
点
は
、
ま
ず
は
イ
ン

フ
ラ
の
整
備
だ
と
認
識
し
て

お
り
、
ま
た
、
ス
ピ
ー
ド
感

を
持
っ
て
進
め
る
こ
と
が
肝

要
だ
と
考
え
て
い
る
。

　
避
難
経
路
と
な
る
市
道
宮

田
東
新
川
線
の
整
備
の
進
捗

状
況
と
事
業
化
す
る
時
期
は
。

答
市
道
宮
田
東
新
川
線

整
備
の
進
捗
状
況
に

つ
い
て
は
、
現
在
、
市
道
管

理
を
所
管
す
る
土
木
管
理
課

に
て
、
伊
予
農
業
高
等
学
校

へ
の
進
入
路
を
兼
ね
た
待
避

所
の
設
置
と
し
て
、
水
路
へ

の
蓋
掛
け
の
方
向
で
設
計
を

進
め
て
い
る
。
図
面
等
の
関

係
資
料
が
整
い
次
第
、
県
教

育
委
員
会
高
校
教
育
課
及
び

広
報
区
等
関
係
機
関
と
協
議

を
進
め
た
い
。

　

ま
た
、
事
業
化
の
時
期
に

つ
い
て
は
、
協
議
の
内
容
に

よ
る
と
こ
ろ
も
あ
る
た
め
、

時
期
を
明
示
す
る
こ
と
は
で

き
な
い
が
、
早
期
の
整
備
完

了
を
目
指
し
た
い
。

問
令
和
３
年
６
月
議
会

で
、
津
波
避
難
ビ
ル

の
指
定
に
つ
い
て
質
問
し
、

「
緊
急
避
難
に
は
有
効
と
さ

れ
て
お
り
、
発
掘
に
努
め
た

い
」と
の
答
弁
が
あ
っ
た
。　

　
そ
の
後
、
２
年
が
経
過
し

た
が
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
は
、
新
し
い
避
難
ビ
ル
の

掲
載
は
全
く
な
い
。
現
在
の

津
波
避
難
ビ
ル
の
指
定
進
捗

状
況
と
完
了
予
定
時
期
は
。

　

下
吾
川
地
区
の
建
物
に
つ

い
て
、
所
有
者
と
協
議
を
進

め
て
お
り
、
協
議
が
整
っ
た

ら
直
ち
に
周
知
し
た
い
。
な

お
、
指
定
完
了
時
期
に
関
し

て
は
、
い
つ
ま
で
に
と
い
う

も
の
で
は
な
く
、
恒
常
的
に

募
集
を
続
け
て
い
く
も
の
と

考
え
て
い
る
た
め
、
引
き
続

き
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
募

集
し
、
広
報
紙
な
ど
で
も
呼

び
掛
け
て
い
き
た
い
。

問
平
成
28
年
４
月
か
ら

宇
山
小
児
科
と
連
携

し
て
、「
い
よ
っ
こ
す
ま
い
る
」

を
開
設
し
、
利
用
者
か
ら
全

国
初
の
送
迎
付
き
で
あ
る
と

の
こ
と
で
好
評
を
得
て
い
る

と
聞
い
て
い
る
。

　
そ
の
後
、
令
和
３
年
８
月

に
宇
山
小
児
科
が
閉
院
し
て

か
ら
の
医
療
連
携
の
状
況
と
、

５
月
に
開
業
し
た「
な
の
は
な

こ
ど
も
医
院
」と
の
現
在
の
連

携
等
の
状
況
は
。

　

宇
山
小
児
科
と
併
せ
開
設

当
時
か
ら
協
力
い
た
だ
い
て

い
た
市
内
の
小
児
科
・
内
科

の
連
携
医
療
機
関
に
対
し
、

引
き
続
き
協
力
を
依
頼
す
る

と
と
も
に
、
松
山
市
の
小
児

科
に
対
し
、
新
た
な
協
力
医

療
機
関
と
し
て
支
援
を
依
頼

し
、
了
承
を
得
る
な
ど
事
業

に
悪
影
響
が
出
な
い
よ
う
努

め
て
き
た
。
な
の
は
な
こ
ど

も
医
院
に
対
し
て
は
、
現
状

の
体
制
確
認
を
い
た
だ
き
、

近
々
協
力
医
療
機
関
と
し
て

協
力
い
た
だ
け
る
よ
う
正
式

に
依
頼
す
る
予
定
で
あ
る
。

第
２
期
伊
予
市
子
ど
も
・

子
育
て
支
援
事
業
計
画

金
澤　
　
功　
議
員　

（答弁）早期の整備完了を目指したい

答
事
業
に
悪
影
響
が
出
な
い

よ
う
に
努
め
て
き
た
。

答
引
き
続
き
、
恒
常
的
に

募
集
を
続
け
て
い
く
。

静岡県は南海トラフ巨大地震
の減災対策として、津波避難
タワー等の整備や津波避難ビ
ルの指定などを進めた結果、
想定死者数を独自試算で約
８割減少させたと発表があり
ました。津波避難ビルの指定
だけでも２年以上かかる本市
は、はたして「誰一人取り残
さず、住民の命を守る」こと
ができるのでしょうか。

かなざわ議員の「もう一言！」

録画映像
はコチラ

市道宮田東新川線（避難経路）の整備

その後の進捗状況と事業化は？
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問
今
年
の
Ｇ
Ｗ
、
栗
の

里
公
園
に
行
っ
て
み

る
と
、
10
年
前
と
変
わ
ら
な

い
閑
散
と
し
た
景
色
が
広

が
っ
て
い
た
。
10
年
前
に
も

同
様
の
質
問
を
し
た
が
、
公

園
の
活
性
化
に
向
け
、
こ
れ

ま
で
、
ど
の
よ
う
な
政
策
を

打
ち
出
し
、
議
論
し
て
き
た

の
か
。「
こ
れ
ほ
ど
の
施
設
、

敷
地
が
も
っ
た
い
な
い
」の
一

言
で
あ
る
。

　
市
が
所
有
す
る
他
の
施
設

も
含
め
、「
市
有
地
の
貸
出
し

で
き
る
情
報
」と
し
て
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
や
広
報
紙
に
も
積

極
的
に
借
り
手
募
集
の
掲
載

を
し
た
り
、
栗
の
里
公
園
の

有
料
施
設
金
額
を
も
っ
と
分

か
り
や
す
く
掲
載
し
た
り
、

利
用
し
や
す
い
環
境
と
受
入

れ
体
制
を
改
め
て
見
直
し
て

み
て
は
。

答
栗
の
里
公
園
に
つ
い

て
は
、
公
園
内
の
旧

遊
栗
館
を
令
和
２
年
度
か

ら
、
民
間
企
業
へ
貸
し
出
す

な
ど
、
部
分
的
な
改
善
を
進

め
て
お
り
、
令
和
２
年
度
に

策
定
し
た
伊
予
市
過
疎
地
域

持
続
的
発
展
計
画
に
は
、
栗

の
里
公
園
の
新
し
い
生
活
様

式
対
応
改
修
と
し
て
、
Ｉ
Ｔ

対
応
型
野
外
保
養
施
設
の
整

備
等
の
計
画
を
明
記
し
て
い

る
。
既
存
の
指
定
管
理
施
設

も
含
め
、
地
域
の
素
晴
ら
し

い
素
材
を
生
か
し
た
、
集
客

力
の
向
上
に
つ
な
が
る
整
備

を
検
討
す
る
。

　

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
施
設

情
報
を
掲
載
し
て
い
る
が
、

公
園
の
貸
出
が
分
か
る
情
報

に
は
な
っ
て
い
な
い
た
め
、

早
急
に
見
直
し
を
行
い
、
利

用
方
法
や
利
用
料
金
が
分
か

り
や
す
い
表
現
に
修
正
す
る
。

問
10
年
前
に
多
目
的
広

場
に
オ
ー
ト
キ
ャ
ン

プ
場
誘
致
を
提
案
し
た
際
、

ヘ
リ
ポ
ー
ト
と
し
て
位
置
付

け
ら
れ
て
い
る
た
め
難
し
い

と
の
答
弁
だ
っ
た
が
、
離
着

陸
の
方
法
や
場
所
な
ど
工
夫

す
れ
ば
、
実
現
は
可
能
で
は
。

　

離
着
陸
の
方
法
や
場
所
に

関
し
て
は
、
多
目
的
広
場
の

利
用
方
針
が
あ
る
程
度
明
確

に
な
れ
ば
、
県
地
域
防
災
計

画
と
の
整
合
性
を
確
認
し
た

う
え
で
、
関
係
機
関
と
調
整

を
図
り
た
い
。

問
事
業
計
画
と
し
て
、

南
伊
予
駅
前
に
ユ
ニ

バ
ー
サ
ル
機
能
付
き
の
ト
イ

レ
、
展
望
機
能
付
き
の
駐
輪

場
、
遊
具
等
を
備
え
た
広
場

を
整
備
し
、
地
域
住
民
の
憩

い
の
場
と
し
、
市
外
か
ら
の

来
訪
者
と
市
民
の
交
流
施
設

と
す
る
と
あ
る
が
、
地
元
住

民
へ
の
周
知
及
び
地
元
住
民

説
明
会
な
ど
の
予
定
は
。

　
ま
た
、
建
設
か
ら
40
年
後

ま
で
の
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト

の
見
込
み
と
、
今
後
、
経
費

の
圧
縮
等
の
検
討
は
さ
れ
て

い
る
の
か
。

　

整
備
予
定
地
に
つ
い
て

は
、
現
在
地
権
者
と
交
渉
中

で
あ
る
た
め
、
用
地
取
得
の

見
通
し
が
付
い
た
時
点
で
、

周
知
及
び
地
元
住
民
説
明
会

を
開
催
し
、
ご
要
望
を
お
伺

い
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

本
事
業
に
つ
い
て
は
、
整

備
の
全
体
像
が
定
ま
っ
て
い

な
い
の
が
現
状
で
あ
り
、
住

民
説
明
会
等
の
要
望
を
踏
ま

え
た
実
施
設
計
を
考
え
て
い

る
。
よ
っ
て
、
設
置
す
る
構

築
物
に
よ
り
、
工
費
や
ラ
ン

ニ
ン
グ
コ
ス
ト
は
異
な
る
た

め
、
現
時
点
で
の
見
込
額
の

算
出
は
計
上
で
き
な
い
。
し

か
し
な
が
ら
、
市
の
財
源
を

活
用
し
た
整
備
で
あ
る
た
め
、

総
工
費
、
ま
た
、
ラ
ン
ニ
ン

グ
コ
ス
ト
が
過
大
と
な
ら
な

い
よ
う
、
構
造
や
設
備
に
つ

い
て
検
討
を
進
め
た
い
。

平
岡　
清
樹　
議
員

（答弁）早急に見直しを行い修正する

栗の里公園全体のランニ
ングコストが、令和３年
度が約795万、令和４年
度が約688万とのことで
す。鹿牧場の飼育環境の
改善も含め、栗の里公園
の活性化について、今一
度検討してほしいです。

ひらおか議員の「もう一言！」

栗の里公園の活性化

分かりやすい情報の掲載を！
録画映像
はコチラ

南
伊
予
活
性
化
事
業

答
整
備
の
全
体
像
が
定
ま
っ
て

い
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。

答
関
係
機
関
と
調
整
を
図

り
た
い
。
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答
来
場
者
の
利
便
性
と
安

全
性
は
確
保
で
き
る
。

問
現
在
、
旧
伊
予
郵
便

局
跡
地
を
、
Ｉ
Ｙ
Ｏ

夢
み
ら
い
館
前
の「
広
場
」と

す
る
た
め
の
計
画
が
進
ん
で

い
る
。
正
面
玄
関
前
に
市
道

が
あ
る
こ
と
に
よ
り
、
入
館

者
・
退
館
者
は
、
車
両
な
ど

が
通
る
こ
と
で
安
全
確
認
の

た
め
に
立
ち
止
ま
っ
て
横
断

す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ

う
な
現
象
が
起
こ
る
と
、
利

便
性
・
安
全
性
に
つ
い
て
問

題
が
残
り
、
周
辺
住
民
に
も

ご
不
便
、
ご
迷
惑
を
か
け
る

こ
と
も
あ
る
と
思
う
。

　
今
回
の
計
画
中
、
市
道
を

な
く
す
な
ど
の
変
更
の
検
討

な
ど
は
し
た
の
か
。

答
市
道
の
変
更
に
つ
い

て
は
、
広
場
北
側
に

変
更
す
る
案
を
平
成
26
年
度

に
検
討
し
て
い
る
。
そ
の
検

討
の
結
果
、
広
場
北
側
住
民

の
利
便
性
の
低
下
、
広
場
面

積
縮
小
に
よ
る
利
用
価
値
の

低
下
、
国
道
３
７
８
号
へ
の

市
道
接
続
に
お
い
て
、
勾こ

う
ば
い配

や
既
存
交
差
点
か
ら
近
距
離

で
あ
る
こ
と
に
よ
る
安
全
上

の
問
題
等
に
お
い
て
、
警
察

協
議
の
結
果
も
踏
ま
え
困
難

で
あ
る
と
判
断
し
、
地
元
説

明
会
は
実
施
せ
ず
、
変
更
案

を
取
り
や
め
た
経
緯
が
あ
る
。

問
広
場
の
利
便
性
と
安

全
性
の
確
保
は
。

　

広
場
の
利
便
性
は
、
広
場

中
央
通
路
に
臨
時
の
大
型
バ

ス
乗
降
ス
ペ
ー
ス
を
、
北
側

に
は
駐
輪
場
を
設
置
し
、
来

場
者
の
利
便
性
の
向
上
を
図

る
計
画
で
あ
る
。

　

広
場
の
安
全
性
は
、
広
場

北
側
の
国
道
３
７
８
号
銀
杏

通
り
交
差
点
の
改
良
工
事
に

よ
り
、
Ｉ
Ｙ
Ｏ
夢
み
ら
い
館

前
の
市
道
南
旭
町
線
へ
の
交

差
点
か
ら
の
車
両
の
進
入
は

な
く
な
り
、
歩
行
者
の
み
と

な
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
広
場

北
側
の
住
民
、
ぐ
ん
ち
ゅ
う

保
育
所
関
係
者
、
宅
配
業
者

等
の
車
両
が
通
行
す
る
の
み

で
あ
り
、
安
全
は
確
保
さ
れ

る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

問
有
害
鳥
獣
捕
獲
に
対

し
、
猟
友
会
員
の
取

組
に
差
が
あ
る
と
感
じ
る
。　

　
現
在
、
本
市
で
は
、
狩
猟

期
間
を
除
く
時
期
に
有
害
鳥

獣
捕
獲
を
行
っ
て
い
る
が
、

内
子
町
で
は
１
年
中
、
有
害

鳥
獣
捕
獲
を
行
う
こ
と
が
で

き
る
。
本
市
も
通
年
捕
獲
を

実
施
し
て
は
。

　

通
年
性
を
導
入
す
る
に
は

中
予
圏
域
で
一
体
的
に
取
り

組
む
必
要
が
あ
り
、
昨
年
10

月
開
催
の「
ま
つ
や
ま
圏
域

未
来
共
創
ビ
ジ
ョ
ン
・
有
害

鳥
獣
連
携
捕
獲
実
務
者
会

議
」
に
お
い
て
、
圏
域
市
町

が
歩
調
を
合
わ
せ
た
通
年
捕

獲
の
可
能
性
に
つ
い
て
本
市

か
ら
提
案
し
、
協
議
を
行
っ

た
。
ま
た
、
３
月
に
開
催
し

た
市
内
猟
友
会
支
部
長
会
で

は
、
限
ら
れ
た
予
算
を
有
効

に
活
用
し
た
有
害
鳥
獣
捕
獲

を
行
う
た
め
の
協
議
を
行

い
、
通
年
捕
獲
の
導
入
に
つ

い
て
も
意
見
を
伺
っ
た
。
こ

の
会
や
そ
の
前
後
に
お
い

て
、
捕
獲
単
価
が
下
が
っ
て

も
通
年
捕
獲
に
賛
同
す
る
意

見
が
あ
る
一
方
、
狩
猟
期
間

が
農
繁
期
と
重
な
り
捕
獲
活

動
に
従
事
で
き
な
い
と
の
意

見
や
、
通
年
に
な
っ
た
場
合

の
捕
獲
単
価
の
減
額
は
認
め

ら
れ
な
い
な
ど
、
様
々
な
意

見
が
寄
せ
ら
れ
た
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
、
市
内

猟
友
会
各
支
部
と
の
良
好
な

関
係
を
保
ち
な
が
ら
、
農
作

物
の
被
害
防
止
を
図
る
た
め

の
効
果
的
な
手
法
に
つ
い

て
、
今
後
も
調
査
研
究
を
行

い
た
い
。

田
中　
　
弘　
議
員

（答弁）変更案は取りやめた経緯がある

答
今
後
も
継
続
し
て
調
査
・

研
究
を
行
い
た
い
。

市道変更の再検討について
再質問したところ、市長よ
り「市道変更の再検討は、今
年９月が最終期限となるた

め、それまでにもう一
度協議を行う」との答
弁をいただきました。

たなか議員の「もう一言！」

録画映像
はコチラ

IYO夢みらい館前広場の計画について

正面玄関前の市道変更は？

有
害
鳥
獣
対
策
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問
「
伊
予
市
は
素
晴
ら
し

い
歴
史
的
資
料
や
文

化
財
が
豊
富
な
の
に
、
歴
史

博
物
館
が
な
い
の
は
本
当
に

残
念
で
す
」

　
議
員
と
な
っ
て
、
多
く
の

方
々
か
ら
こ
の
よ
う
な
要
望

を
聞
き
な
が
ら
、
予
算
の
問

題
や
幾
重
に
も
立
ち
は
だ
か

る
壁
が
あ
り
、
こ
れ
ま
で
断

念
し
て
い
た
経
緯
が
あ
る
。

　
本
市
に
と
っ
て
歴
史
博
物

館
は
必
要
で
あ
る
。
廃
校
や

使
わ
れ
な
く
な
っ
た
施
設
を

再
利
用
し
た
り
、
中
山
・
双

海
の
地
域
事
務
所
や
各
学
校

施
設
、
そ
し
て
Ｉ
Ｙ
Ｏ
夢
み

ら
い
館
な
ど
に
分
散
す
る
な

ど
、
市
の
宝
物
を
少
し
で
も

展
示
し
て
は
。

答
廃
校
と
な
っ
た
施
設

は
老
朽
化
が
進
ん
で

い
る
ほ
か
、
耐
震
補
強
も
な

さ
れ
て
お
ら
ず
、
博
物
館
と

し
て
使
用
す
る
た
め
に
は
、

多
大
な
費
用
が
必
要
と
な

る
。
本
市
と
し
て
は
、
現
有

す
る
市
施
設
を
有
効
活
用

し
、
歴
史
的
資
料
や
文
化
財

を
展
示
す
る
た
め
、
現
在
、

彩
浜
館
に
お
け
る
展
示
実
施

に
つ
い
て
、
検
討
を
進
め
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

ま
た
、
Ｉ
Ｙ
Ｏ
夢
み
ら
い

館
に
お
い
て
、
こ
れ
ま
で
年

１
回
程
度
実
施
さ
れ
て
い
た

展
示
に
つ
い
て
も
、
今
年
度

よ
り
、
指
定
管
理
者
と
協
議

を
行
い
、
年
５
回
実
施
す
る

予
定
で
あ
り
、
市
民
の
皆
さ

ん
に
ご
覧
い
た
だ
く
機
会
の

創
出
に
取
り
組
ん
で
い
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。

問
市
の
文
化
財
等
を

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
に

ア
ッ
プ
ロ
ー
ド
さ
せ
、
市
民

に
も
っ
と
親
し
ん
で
も
ら
う

た
め
に
、
バ
ー
チ
ャ
ル
な
博

物
館
、
歴
史
資
料
館
を
登
場

さ
せ
る
。
ま
ず
、
そ
の
よ
う

な
こ
と
か
ら
始
め
て
み
て
は
。

　
塩し

お
が
ま竈
市
で
取
り
組
ん
で
い

る
よ
う
な
、
伊
予
市
版
デ
ジ

タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
を
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
上
で
展
開
し
て
は
。

　

デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ

（
※
）
化
を
行
う
た
め
に
は
、

社
会
教
育
課
が
所
蔵
し
て

い
る
大
量
の
知
的
財
産
の
デ

ジ
タ
ル
化
を
行
う
必
要
が
あ

る
。
そ
こ
で
、
将
来
的
に

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
の
バ
ー

チ
ャ
ル
な
博
物
館
実
施
を
視

野
に
入
れ
つ
つ
、
ま
ず
は
現

在
、
県
・
市
の
指
定
文
化
財
、

登
録
有
形
文
化
財
の
紹
介
を

し
て
い
る
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

へ
、
デ
ー
タ
化
が
済
ん
で
い

る
民
具
や
古
文
書
な
ど
の
登

録
の
活
用
を
行
い
、
よ
り
一

層
の
充
実
を
図
り
た
い
。

（
※
）劣
化
や
損
傷
が
進
む
歴

史
的
文
化
財
、
ま
た
、
伝
統

芸
能
や
伝
統
技
術
な
ど
の
無

形
文
化
財
を
デ
ジ
タ
ル
映
像

で
記
録
し
、
後
世
に
継
承
す

る
こ
と
。

問
投
票
所
で
障
が
い
者

や
高
齢
者
な
ど
を
手

助
け
す
る「
投
票
支
援
カ
ー

ド
」
と
、
イ
ラ
ス
ト
や
文
字

を
指
な
ど
で
差
し
て
、
困
っ

て
い
る
こ
と
を
伝
え
る「
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ボ
ー

ド
」を
導
入
し
て
は
。

　

こ
の
取
組
は
全
国
で
も
広

が
っ
て
お
り
、
県
内
に
お
い

て
は
、
先
の
統
一
地
方
選
挙

か
ら
、
四
国
中
央
市
、
松
山

市
及
び
今
治
市
が「
投
票
支

援
カ
ー
ド
」
と「
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
ボ
ー
ド
」
の
両

方
を
、
ま
た
、
上
島
町
が「
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ボ
ー

ド
」を
導
入
し
て
い
る
。

　

本
市
の
投
票
環
境
向
上
に

向
け
た
有
効
な
手
段
と
し
て
、

今
後
、
先
進
地
の
事
例
を
参

考
に
し
つ
つ
、
関
係
団
体
な

ど
の
意
見
を
伺
っ
た
う
え
で

次
回
の
選
挙
よ
り
導
入
で
き

る
よ
う
取
り
組
み
た
い
。

門
田　
裕
一　
議
員

（答弁）現有する施設を有効活用する

答
次
回
の
選
挙
よ
り
導
入
で

き
る
よ
う
取
り
組
む
。

答
既
に
デ
ジ
タ
ル
化
さ
れ
て

い
る
も
の
か
ら
活
用
す
る
。

市を愛し、時を紡いできた
偉人の方々。そして、市の
未来を考えたとき、新しい
時代の歴史博物館「伊予市
ミュージアム」の建設に向
けてスタートを切らなけれ
ばならないと思います。今
を生きる市民にとって大切
な場所であり、つなぎ、伝
承の場としなければならな
いと思います。

かどた議員の「もう一言！」

伊予市に歴史博物館を

施設や廃校を再利用しては？
録画映像
はコチラ

投
票
支
援
カ
ー
ド
と
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
ボ
ー
ド
の
活
用
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○
政
務
活
動
費
と
は
？

　

地
方
自
治
法
並
び
に
市
の

条
例
に
基
づ
き
、
議
員
の
調

査
研
究
そ
の
他
の
活
動
に
役

立
て
る
た
め
に
必
要
な
経
費

の
一
部
と
し
て
交
付
さ
れ
る

も
の
で
、
本
市
は
、
一
人
当

た
り
年
額
12
万
円
を
交
付
し

て
い
ま
す
。

　
 

政
務
活
動
費
は
、
主
に
調

査
研
究
費
、
広
報
費
、
資
料

購
入
費
と
し
て
使
用
さ
れ
て

い
ま
す
。

※
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
議
員

個
人
の
収
支
報
告
書
と
領
収

書
な
ど
の
関
係
書
類
を
公
開

し
て
い
ま
す
。

○
県
内
11
市
の
交
付
額

は
？

政務活動費政務活動費を公開します！を公開します！
令和４年度（４年４月～５年３月）における議員の政務活動費の支出内訳を公開します

令和４年度 伊予市議会

市ホームページも
ご覧ください！

［令和５年４月現在］
市 交付対象 交付額（年額）

松 山 市 議　員 1,224,000円
今 治 市 会派/議員 360,000円
四国中央市 議　員 240,000円
宇 和 島 市 会派/議員 240,000円
新 居 浜 市 会　派 216,000円
西 条 市 会派/議員 180,000円
東 温 市 議　員 180,000円
八 幡 浜 市 会派/議員 180,000円
西 予 市 会派/議員 120,000円
伊 予 市 議　員 120,000円
大洲市は、交付なし。

議
席
番
号

氏　　名 交付額
A

執行額
B

差引額
A-B 戻入額※

支　出　科　目

調査
研究費 研修費 広報費 広聴費 要請陳情

活動費 会議費 資料
作成費

資料
購入費 人件費 事務所費

1 田中慎之介 120,000 157,289 △37,289 0 51,841 105,448

2 金澤　功 120,000 120,635 △635 0 26,131 33,162 61,342

3 正岡　満 120,000 144,168 △24,168 0 26,131 33,162 46,200 6,190 32,485

4 森川建司 120,000 123,196 △3,196 0 26,134 33,162 23,100 40,800

5 吉久俊介 120,000 109,526 10,474 10,474 109,526

6 川口和代 120,000 167,051 △47,051 0 109,526 57,525

7 向井哲哉 120,000 120,000 0 0 120,000

8 平岡清樹 120,000 109,526 10,474 10,474 109,526

9 大野鎮司 120,000 130,370 △10,370 0 109,526 5,448 15,396

10 高田浩司 120,000 111,996 8,004 8,004 26,131 33,162 2,189 50,514

11 門田裕一 120,000 118,732 1,268 1,268 109,526 1,500 7,706

12 北橋豊作 120,000 121,866 △1,866 0 41,250 80,616

13 日野猛仁 120,000 73,019 46,981 46,981 68,200 4,819

14 谷本勝俊 120,000 120,031 △31 0 52,421 67,610

15 佐川秋夫 120,000 0 120,000 120,000

16 武智　実 120,000 0 120,000 120,000

17 田中　弘 120,000 192,853 △72,853 0 26,131 33,162 133,560

合計17名 2,040,000 317,201 782,550 207,060 496,508 0 0 0 15,327 418,813 0 0
※交付額よりも支出額の多い議員は、戻入額を０と表記

令和４年度　政務活動費収支一覧表 （単位：円）
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正 副 部 長 に
インタビュー
しました！

（６/27取材）

中学生にとっては、議会や
議員は全く未知の世界の
ようでした。私もこの南伊
予地域が地元ですが、議
員活動をもっと知ってもら
えるような工
夫が必要だと
感じました。

★
部
長・池
内
さ
ん
、副
部
長・

安
岡
さ
ん
に
聞
き
ま
し
た
。

●
部
活
の
目
標
は
？

（
２
人
） 

吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル

で
銀
賞
以
上
の
賞
を
と
る
！

●
練
習
で
日
々
取
り
組
ん
で

い
る
こ
と
は
？

（
池
）基
礎
練
習
は
絶
対
！

（
安
）
曲
を
練
習
し
て
み
ん
な

で
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
を
す
る
！

●
部
と
し
て
大
事
に
し
て
い
る

こ
と
は
？

（
池
）自
分
に
厳
し
く
。

（
安
）み
ん
な
の
音
を
し
っ
か

り
聴
く
！

●
吹
奏
楽
部
に
入
っ
た
理
由
は
？

（
池
）
卒
業
生
の
先
輩
方
が
楽

し
そ
う
に
し
て
い
た
か
ら
。

（
安
）音
楽
が
好
き
だ
か
ら
。

●
チ
ー
ム
の
い
い
と
こ
ろ
は
？

（
池
）み
ん
な
真
面
目

（
安
）み
ん
な
仲
良
し

●
高
校
に
入
っ
た
ら
何
が
し

た
い
？

（
２
人
）
も
ち
ろ
ん
吹
奏
楽
部

に
入
り
た
い
！

●
議
会
や
議
員
っ
て
知
っ
て
る
？

（
２
人
）
す
み
ま
せ
ん
…
議
会

も
議
員
さ
ん
も
何
や
っ
て
る

の
か
分
か
り
ま
せ
ん
…
。
で

も
武
智
市
長
は
地
元
な
の
で

知
っ
て
ま
す
！！

★
顧
問
の
平
岩
先
生
か
ら
一
言
！

　

伊
予
中
学
校
吹
奏
楽
部
は

「
自
分
に
厳
し
く
」「
基
礎
練

習
を
怠
ら
な
い
」「
音
を
楽
し

む
こ
と
」の
３
本
を
軸
に
活
動

を
し
て
い
ま
す
。

　

コ
ン
ク
ー
ル
や
コ
ン
テ
ス

ト
な
ど
の
演
奏
会
に
向
け
て

練
習
す
る
の
は
も
ち
ろ
ん
で

す
が
、生
徒
た
ち
が
将
来
、〝
あ

の
と
き
の
合
奏
良
か
っ
た
な
〟

や〝
楽
器
吹
け
て
楽
し
か
っ
た

な
〟と
思
う
よ
う
な
音
楽
を
奏

で
る
環
境
を
作
っ
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
講
習
会
や
様
々
な

演
奏
会
に
参
加
し
て
い
ま
す

が
、
今
、
自
分
た
ち
が
演
奏

で
き
る
の
は
、
た
く
さ
ん
の

方
々
の
支
え
と
応
援
が
あ
る

か
ら
で
す
。そ
の
こ
と
に
日
々

感
謝
し
、
こ
れ
か
ら
も
練
習

に
励
ん
で
い
っ
て
ほ
し
い
で

す
。

部員32人：男子５人・女子27人／ 活動日：平日は４日、土・日いずれかの半日
※取材日は４人欠席しております。

伊予中学校  伊予中学校  吹奏楽部吹奏楽部

編集後記編集後記

かなざわ委員

もりかわ委員長

もりかわ委員長

　５月の臨時会により新体制が決まり、６月議会より本格始動しました。
　広報調査特別委員会にも新戦力が加わり、今まで以上に分かりやすく、読みやすい紙面づ
くりに努めてまいります。今後も楽しみにしていてください。

　議会広報調査特別委員会　〔委員長〕森川建司　〔副委員長〕田中慎之介
　　　　　　　　      　　　〔委　員〕金澤　功　正岡　満　吉久俊介　川口和代


